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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 14,096 － 477 － 459 － 293 －

2021年３月期第３四半期 14,333 △11.6 374 △53.5 349 △54.6 278 △46.1

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 281百万円（－％） 2021年３月期第３四半期 296百万円（△43.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 46.40 －

2021年３月期第３四半期 44.01 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 18,076 7,395 40.9

2021年３月期 16,811 7,184 42.7

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 7,395百万円 2021年３月期 7,184百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 15.00 15.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 15.00 15.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,500 － 700 － 630 － 430 － 67.87

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお

り、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

　　　２．2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しており、上記の連

結業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっているため、対前期増減率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 6,387,123株 2021年３月期 6,387,123株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 51,815株 2021年３月期 51,040株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 6,335,718株 2021年３月期３Ｑ 6,336,461株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会

計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、４月以降断続

的に緊急事態宣言が発出され経済活動が抑制されたため厳しい状況が続きました。ワクチン接種が進み９月末にお

いて行動制限が一旦解除されたものの、足元では新たな変異株による感染再拡大への懸念が広がりつつあり、依然

として先行き不透明な状況が続いております。

　当シャッター業界を取り巻く状況としましては、民間設備投資需要の持ち直しに足踏みも見られる中、受注競争

は依然厳しく、鋼材を中心とした原材料価格も著しく上昇するなど、引き続き厳しい環境にあります。

　このような状況下、当社グループは、今年度新たに中期経営計画『BRUSH UP３＋１(プラスワン)』を推進する

中、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じつつ、戦略的かつ積極的な受注活動に注力すると同時に、販売

価格の水準向上や、受注済み案件の採算改善などの努力を続けてまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における受注高は前年同四半期比1.5%増の15,616百万円となり、売上高は

14,096百万円（前年同四半期は14,333百万円）、営業利益は477百万円（前年同四半期は374百万円）、経常利益は

459百万円（前年同四半期は349百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は293百万円（前年同四半期は278百

万円）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表

に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載しております。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて1,265百万円増加し、18,076百万円

となりました。

　流動資産では前連結会計年度末比1,532百万円増加の11,587百万円となり、固定資産では前連結会計年度末比267

百万円減少の6,488百万円となりました。

　流動負債では前連結会計年度末比1,292百万円増加の9,760百万円となり、固定負債では前連結会計年度末比239

百万円減少の919百万円となりました。

　純資産では前連結会計年度末比211百万円増加の7,395百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今後の業績見通しにつきましては、2021年5月11日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。

※業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値はさまざまな要因により、予想数値と

異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,236 3,689

受取手形及び売掛金 4,412 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 3,949

電子記録債権 1,111 1,185

仕掛品 1,033 1,305

原材料及び貯蔵品 985 1,163

その他 281 299

貸倒引当金 △5 △4

流動資産合計 10,055 11,587

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,379 1,272

土地 3,557 3,557

その他（純額） 531 477

有形固定資産合計 5,468 5,307

無形固定資産 226 181

投資その他の資産

投資有価証券 64 52

退職給付に係る資産 672 703

繰延税金資産 88 19

その他 234 224

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,059 998

固定資産合計 6,755 6,488

資産合計 16,811 18,076

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,583 4,482

短期借入金 900 1,300

１年内返済予定の長期借入金 2,291 2,188

リース債務 189 173

未払金 521 673

未払法人税等 49 22

賞与引当金 358 175

工事損失引当金 102 161

その他 473 582

流動負債合計 8,468 9,760

固定負債

長期借入金 652 517

リース債務 443 367

長期未払金 32 8

退職給付に係る負債 29 26

固定負債合計 1,158 919

負債合計 9,627 10,680

純資産の部

株主資本

資本金 2,024 2,024

資本剰余金 186 186

利益剰余金 4,994 5,219

自己株式 △47 △48

株主資本合計 7,156 7,381

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20 12

退職給付に係る調整累計額 6 2

その他の包括利益累計額合計 27 14

純資産合計 7,184 7,395

負債純資産合計 16,811 18,076
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 14,333 14,096

売上原価 10,880 10,641

売上総利益 3,453 3,454

販売費及び一般管理費 3,078 2,977

営業利益 374 477

営業外収益

保険配当金 14 18

雇用調整助成金 8 16

その他 32 19

営業外収益合計 55 54

営業外費用

支払利息 47 47

シンジケートローン手数料 21 16

その他 10 9

営業外費用合計 80 72

経常利益 349 459

特別利益

課徴金還付額 59 －

特別利益合計 59 －

税金等調整前四半期純利益 408 459

法人税、住民税及び事業税 24 101

法人税等調整額 105 63

法人税等合計 129 165

四半期純利益 278 293

親会社株主に帰属する四半期純利益 278 293

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 278 293

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8 △8

退職給付に係る調整額 8 △4

その他の包括利益合計 17 △12

四半期包括利益 296 281

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 296 281

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービス

と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、従来、工事契約に関して、進捗

部分について成果の確実性が認められる工事（但し、工期のごく短いものは除く）については工事進行基準を、その他の

工事については工事完成基準を適用していましたが、少額かつごく短期な工事を除き、履行義務を充足するにつれて、一

定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しています。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は９百万円増加し、売上原価は21百万円増加し、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ11百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は26百万円増加して

おります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取

手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしま

した。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することといたしました。

　当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

期別

品名

前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日

　 至 2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日

　 至 2021年12月31日）
増減率

(％)

金額(百万円)
構成比

(％)
金額(百万円)

構成比

(％)

軽量シャッター 1,995 13.9 1,982 14.0 △0.7

重量シャッター 8,049 56.1 8,486 60.2 5.4

シャッター関連 1,284 9.0 1,152 8.2 △10.3

シャッター計 11,329 79.0 11,621 82.4 2.6

スチールドア 2,651 18.5 2,165 15.4 △18.3

建　材　他 352 2.5 309 2.2 △12.3

合　計 14,333 100.0 14,096 100.0 △1.7

３．補足情報

　（連結製品別売上明細）
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